
知
っ
て
お
き
た
い
二
百
四
十
章

日
本
語
の
なか
の

中
国
故
事
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（3） はじめに

は
じ
め
に

漢
文
の
中
に
あ
る
故
事
成
語
は
わ
た
く
し
た
ち
日
本
人
の
頭
に
深
く
強
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
。「
学
ん
で
時
に
之
を
習
ふ
」
と
か
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」
と
か
の
ほ
う
が
「
東
の
野

に
炎

か
ぎ
ろ
ひの
立
つ
見
え
て
…
」
や
「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し
硯
に
向
か
ひ
て
…
」
な
ど
よ
り

も
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。『
論
語
』
に
し
て
も
唐
詩
に
し
て
も
、
中
国
の
古
典
な
の
だ
が
、
日
本
人

の
骨
肉
に
沁
み
込
ん
で
い
る
の
だ
。

こ
れ
ま
で
に
「
語
源
探
索
」
と
い
う
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
、
俗
語
と
言
え
る
よ
う
な
単
語

の
語
源
を
書
い
て
き
た
。
今
度
は
漢
文
か
ら
の
単
語
や
成
句
を
扱
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
俗
語
と
は
趣

を
異
に
す
る
よ
う
だ
が
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
、
身
近
な
こ
と
ば
の
語
源
と
い
う
こ
と
で
関
心
が

あ
る
の
で
、
俗
語
の
場
合
と
さ
ほ
ど
の
違
い
は
無
い
と
思
っ
て
い
る
。

中
国
故
事
を
扱
っ
た
本
は
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
出
て
い
る
。
大
部
の
辞
典
も
少
な
く
な
い
。
そ

う
い
う
状
況
な
の
に
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
も
の
を
書
こ
う
と
し
た
の
に
は
、
二
つ
の
意
図
が
あ
る
。

一
つ
は
、
そ
の
語
句
が
語
ら
れ
た
前
後
の
状
況
を
詳
し
く
す
る
こ
と
だ
。
だ
れ
が
ど
う
い
う
場
面

で
ど
ん
な
意
図
で
語
っ
た
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
。
例
え
ば
「
矛
盾
」
の
話
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る SA

M
PL

E



（4）

が
、
出
典
の
『
韓
非
子
』
で
は
儒
教
を
批
判
す
る
た
め
に
語
っ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
日
本
で
の
例
を
上
げ
る
こ
と
を
心
掛
け
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
人
が

ど
ん
な
成
語
を
好
ん
で
取
り
入
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
意
味
を
ず
ら
し
て
用
い
て
い
る
の
か
な
ど

を
考
え
た
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
で
の
例
の
な
る
べ
く
古
い
も
の
と
、
近
代
の
作
品
に
見
え

る
も
の
を
出
来
る
だ
け
引
用
す
る
よ
う
に
し
た
。
も
っ
と
も
老
人
の
わ
た
く
し
は
あ
ま
り
新
し
い
本

を
見
て
い
な
い
か
ら
、
明
治
・
大
正
の
例
が
多
い
。

引
用
に
は
夏
目
漱
石
の
作
品
が
多
い
の
は
、
わ
た
く
し
の
好
き
な
作
家
だ
か
ら
で
も
あ
る
が
、
漱

石
が
近
代
で
は
い
ち
ば
ん
読
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。
明
治
以
前
の
作

品
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
古
い
も
の
、
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
も
の
と
心
掛
け
た
が
、
漢
語
な

の
で
漢
詩
文
が
多
く
な
り
、
少
々
カ
タ
い
も
の
と
な
っ
た
。

図
版
の
ほ
と
ん
ど
は
明
の
王お

う

圻き

の
『
三
才
図
会
』
も
の
を
用
い
た
。
肖
像
な
ど
は
想
像
の
も
の
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
当
時
の
中
国
の
人
々
の
考
え
た
英
雄
た
ち
の
姿
と
考
え
て
こ
れ
を
用
い
た
。

い
く
つ
か
の
項
目
に
、
現
代
中
国
語
で
も
用
い
て
い
る
語
句
を
挙
げ
た
。
簡
体
字
は
日
本
で
用
い

て
い
る
字
に
改
め
た
も
の
が
多
い
。

◉

も
く
じ
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（7） もくじ （6）

璧
を
抱
い
て
罪
あ
り
―
026

臍
を
噬
む
―
027

未
亡
人
―
028

風
馬
牛
―
030

衣
食
足
り
て
栄
辱
を
知
る
―
031

怨
み
骨
髄
に
入
る
―
033

鼎
の
軽
重
を
問
う
―
034

食
指
が
動
く
―
036

病
膏
肓
に
入
る
―
038

百
年
河
清
を
俟
つ
―
041

折
衝
―
042

骸
骨
を
乞
う
―
044

千
慮
の
一
失
―
045

塩
梅
―
046

日
暮
れ
て
塗
遠
し
―
048

同
病
相
憐
れ
む
―
050

臥
薪
嘗
胆
―
053

狡
兎
死
し
て
走
狗
烹
ら
る
―
055

満
を
持
す
―
057

顰
に
倣
う
―
058

呉
越
同
舟
―
061

彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
、
百
戦
し
て
殆
か
ら
ず
―
062

風
林
火
山
―
063

正
正
堂
堂
―
065

始
め
は
処
女
の
如
く
、
後
に
は
脱
兎
の
如
し
―
066

士
は
己
を
知
る
者
の
為
に
死
す
―
067

墨
守
―
069

蛇
足
―
072

虎
の
威
を
借
る
狐
―
075

騏
驎
も
老
い
て
は
駑
馬
に
劣
る
―
077

鶏
口
と
為
る
も
牛
後
と
為
る
無
か
れ
―
079

枕
を
高
く
し
て
臥
す
―
081

切
歯
扼
腕
―
083

漁
夫
の
利
―
085

完
璧
―
086

刎
頸
の
交
わ
り
―
088

百
発
百
中
―
090

囊
中
の
錐
―
092

奇
貨
居
く
べ
し
―
094

一
字
千
金
―
095

舟
に
刻
み
て
剣
を
求
む
―
097

掣
肘
―
098

立
錐
の
地
―
100

傍
若
無
人
―
102

泰
山
は
土
壌
を
譲
ら
ず
―
103

断
じ
て
行
え
ば
鬼
神
も
之
を
避
く
―
106

鹿
を
指
し
て
馬
と
言
う
―
108

燕
雀
安
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
―
109

は
じ
め
に
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
(3)

◉

歴
史

酒
池
肉
林
―
003

太
公
望
―
005

覆
水
盆
に
返
ら
ず
―
007

虎
の
巻
―
009

指
南
―
012

天
道
是
か
非
か
―
015

驥
尾
に
附
す
―
018

流
言
蜚
語
―
020

大
義
親
を
滅
す
―
023

SA
M
PL

E



（9） もくじ （8）

歯
牙
に
掛
け
る
―
111

先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す
―
112

一
敗
地
に
塗
れ
る
―
114

忠
言
は
耳
に
逆
ら
え
ど
も
行
い
に
利
あ
り
―
115

法
三
章
―
118

大
行
は
細
謹
を
顧
み
ず
―
119

錦
を
衣
て
夜
行
く
―
120

骸
骨
を
乞
う
―
122

乾
坤
一
擲
―
124

四
面
楚
歌
―
125

捲
土
重
来
―
128

国
士
無
双
―
130

背
水
の
陣
―
131

敗
軍
の
将
は
兵
を
語
ら
ず
―
133

多
多
益
ま
す
弁
ず
―
135

左
遷
―
137

左
袒
―
138

前
車
の
覆
る
は
後
車
の
戒
め
―
140

石
に
立
つ
矢
―
142

桃
李
も
の
言
わ
ざ
れ
ど
も
下
自
ず
か
ら
蹊
を
成
す
―
144

門
前
雀
羅
を
張
る
―
145

曲
学
阿
世
―
149

要
領
―
152

傾
城
・
傾
国
―
154

細
君
―
157

素
封
―
158

雁
信
―
159

九
牛
の
一
毛
―
160

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
―
162

秋
高
く
馬
肥
ゆ
―
163

酒
は
百
薬
の
長
―
164

烏
合
の
衆
―
165

糟
糠
の
妻
―
167

物
色
―
169

遼
東
の
豕
―
170

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
―
172

水
清
け
れ
ば
魚
棲
ま
ず
―
173

盤
根
錯
節
―
175

天
知
る
、
地
知
る
、
子
知
る
、
我
知
る
―
177

五
里
霧
中
―
180

跋
扈
―
182

登
龍
門
―
183

兄
た
り
難
く
弟
た
り
難
し
―
185

白
波
―
186

鶏
肋
―
187

月
旦
評
―
188

危
急
存
亡
―
189

三
顧
の
礼
―
191

水
魚
の
交
―
192

七
歩
の
才
―
193

蛍
の
光
窓
の
雪
―
196

漱
石
枕
流
―
200

断
腸
―
201

竹
馬
の
友
―
203

蒲
柳
の
質
―
204

閨
秀
―
206

画
龍
点
睛
―
207

創
業
と
守
成
と
孰
れ
か
難
き
―
208

梨
園
―
210

一
網
打
尽
―
211
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◉

思
想

『
易
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

217

亢
龍
悔
い
有
り
―
220

積
善
の
家
に
は
必
ず
余
慶
あ
り
―
221

虎
の
尾
を
履
む
―
223

同
人
―
225

観
光
―
226

虎
視
眈
眈
―
227

君
子
は
豹
変
す
―
229

断
金
の
交
わ
り
―
230

『
論
語
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

233

木
鐸
―
233

敬
遠
―
234

後
生
畏
る
べ
し
―
236

過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
如
し
―
237

庭
訓
―
238

道
聴
塗
説
―
239

女
子
と
小
人
は
養
い
難
し
―
240

『
老
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

243

天
長
地
久
―
244

功
成
り
名
遂
げ
て
身
退
く
は
天
の
道
―
245

大
道
廃
れ
て
仁
義
有
り
―
247

大
器
晩
成
―
248

千
里
の
行
も
足
下
よ
り
始
ま
る
―
250

天
網
恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
―
251

『
荘
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

253

庖
丁
―
254

蟷
螂
の
斧
―
255

無
用
の
用
―
258

莫
逆
の
友
―
260

命
長
け
れ
ば
辱
多
し
―
262

井
の
中
の
蛙
―
264

衛
生
―
265

大
同
小
異
―
267

『
列
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

268

男
尊
女
卑
―
268

杞
憂
―
270

朝
三
暮
四
―
271

愚
公
山
を
移
す
―
272

知
音
―
275

多
岐
亡
羊
―
277

疑
心
暗
鬼
を
生
ず
―
279

『
孟
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

281

五
十
歩
百
歩
―
282

君
子
は
庖
廚
を
遠
ざ
く
―
284

木
に
縁
り
て
魚
を
求
む
―
286

寡
は
衆
に
敵
せ
ず
―
288

恒
産
無
け
れ
ば
恒
心
無
し
―
290

匹
夫
の
勇
―
291

浩
然
の
気
を
養
う
―
293

助
長
―
294

大
丈
夫
―
296

自
暴
自
棄
―
300

去
る
者
は
追
わ
ず
―
301

似
而
非
な
り
―
303

孟
母
三
遷
―
304

『
荀
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

309

性
悪
説
―
309

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
―
310

是
是
非
非
―
311

濫
觴
―
312

『
韓
非
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…

315
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逆
鱗
―
315

矛
盾
―
316

株
を
守
る
―
318

『
礼
記
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

320

弱
冠
―
320

不
俱
戴
天
―
322

苛
政
は
虎
よ
り
猛
し
―
324

男
女
七
歳
に
し
て
席
を
同
じ
く
せ
ず
―
325

玉
琢
か
ざ
れ
ば
器
を
成
さ
ず
―
326

嘉
肴
有
り
と
い
え
ど
も
食
ら
わ
ざ
れ
ば
そ
の
旨
き
を

知
ら
ず
―
327

亡
国
の
音
―
328

君
子
は
其
の
独
り
を
慎
む
―
330

小
人
間
居
し
て
不
善
を
成
す
―
330

心
こ
こ
に
在
ら
ざ
れ
ば
、
視
れ
ど
も
見
え
ず
、
聴
け
ど

も
聞
こ
え
ず
、
食
ら
え
ど
も
そ
の
味
を
知
ら
ず
―
332

拳
拳
服
膺
―
333

『
淮
南
子
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…

335

鹿
を
逐
う
猟
師
は
山
を
見
ず
―
335

玉
に
瑕
―
336

陰
徳
陽
報
―
339

人
間
万
事
塞
翁
が
馬
―
340

『
論
衡
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

343

夏
炉
冬
扇
―
343

『
近
思
録
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…

345

一
辺
倒
―
345

◉

文
学

君
子
の
好
逑
―
351

輾
転
反
側
―
353

琴
瑟
相
和
す
―
354

偕
老
同
穴
―
355

切
磋
琢
磨
―
359

他
山
の
石
―
361

戦
戦
兢
兢
―
364

多
士
済
済
―
367

小
心
翼
翼
―
368

羹
に
懲
り
て
膾
を
吹
く
―
370

巫
山
の
雲
雨
―
371

瓜
田
に
履
を
納
れ
ず
。
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
―
374

去
る
者
は
日
に
以
て
疎
し
―
379

渇
し
て
も
盗
泉
の
水
を
飲
ま
ず
―
381

千
載
一
遇
―
382

破
瓜
―
383

歳
月
人
を
待
た
ず
―
384

桃
源
郷
―
386

夫
唱
婦
随
―
389

人
生
意
気
に
感
ず
―
391

青
雲
の
志
―
393

人
を
射
ん
と
せ
ば
先
ず
馬
を
射
よ
―
395

明
眸
皓
歯
―
397

古
稀
―
400

麒
麟
児
―
401

馬
耳
東
風
―
403

人
後
に
落
ち
る
―
405

一
挙
手
一
投
足
―
406

青
天
白
日
―
408
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敲
―
410
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牛
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棟
―
412

人
口
に
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す
る
―
414
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将
功
成
り
て
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骨
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る
―
415
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人
薄
命
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417
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◉酒池肉林003

◉
酒し

ゅ

池ち

肉に
く

林り
ん

長
谷
川
時
雨
『
旧
聞
日
本
橋
』（
勝
川
花
菊
の
一
生
）
に
、

あ
る
時
、
急
に
社
会
が
外
面
的
に
欧
化
心
酔
し
た
。
そ
れ
は
明
治
十
八
年
頃
の
い
わ
ゆ
る
鹿ろ

く

鳴め
い

館か
ん

時
代
で
、

晩
年
に
は
あ
ん
な
ゴ
チ
ゴ
チ
の
国
粋
論
者
、
山や

ま

県が
た

元げ
ん

帥す
い

で
さ
え
徹
宵
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
鎗や

り

踊お
ど

り
を
し
た

と
い
う
、
酒し

ゅ

池ち

肉に
く

林り
ん

、
狂
舞
の
時
期
が
あ
っ
た
。

と
あ
る
。「
酒
池
肉
林
」
と
い
う
熟
語
は
贅
沢
を
尽
く
し
た
酒
宴
を
言
う
の
だ
が
、
そ
れ
に
ワ
イ
セ
ツ
な
気
分

を
感
じ
る
の
は
わ
た
く
し
だ
け
だ
ろ
う
か
。「
肉
」
に
女
の
肉
体
を
想
像
す
る
か
ら
だ
。

殷い
ん

王
朝
の
最
後
の
帝
王
で
あ
る
紂ち
ゅ
う
は
、
弁
舌
さ
わ
や
か
で
行
動
は
す
ば
や
く
、
才
能
も
腕
力
も
人
に
勝
れ
て

い
た
。
智
恵
は
臣
下
の
諌
め
を
ふ
せ
ぎ
、
言
葉
は
自
分
の
非
を
飾
り
立
て
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
紂
は
、
酒
を
好
み
淫い

ん

楽ら
く

（
乱
れ
楽
し
む
こ
と
）
で
、
妲だ
っ

妃き

と
い
う
女
を
愛
し
て
、
そ
の
言
う
こ
と
に
は

従
っ
た
。
新
し
く
淫
ら
な
歌
謡
を
作
ら
せ
、
税
を
厚
く
し
、
沙
宮
と
い
う
離
宮
で
、
酒
で
池
を
作
り
、
肉
を
懸

け
て
林
と
し
（
以
酒
為
池
、
縣
肉
為
林
）、
男
女
を
裸
に
し
て
追
い
か
け
あ
い
を
さ
せ
、
昼
夜
の
別
な
く
長
い
酒
宴

を
張
っ
た
。
人
民
は
怨う

ら

み
、
諸
侯
の
中
に
は
叛そ
む

く
も
の
も
出
た
が
、
紂
は
刑
罰
を
重
く
し
た
（
史
記
・
殷
本
紀
）。

そ
ん
な
わ
け
で
、「
肉
」
は
女
の
肉
体
で
は
な
く
、
食
肉
の
こ
と
、
た
ぶ
ん
豚
肉
で
も
あ
ろ
う
か
。
人
の
肉
体

の
ほ
う
は
そ
の
後
の
裸
の
男
女
に
追
い
か
け
っ
こ
を
さ
せ
た
と
い
う
ほ
う
に
あ
る
。
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そ
れ
に
し
て
も
、
だ
い
ぶ
悪
行
を
並
べ
た
よ
う
だ
が
、『
史
記
』（
殷
本
紀
）
に
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
記
し

て
あ
る
。

紂
は
や
が
て
周
の
武
王
に
亡
ぼ
さ
れ
、
殷
王
朝
は
終
わ
る
。
紀
元
前
一
〇
四
六
年
の
こ
と
か
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。

紂
は
悪
王
の
見
本
と
さ
れ
て
い
て
、
暴ぼ

う

虐ぎ
ゃ
くの

天
子
の
例
と
し
て
、
夏
王
朝
の
最
後
の
王
の
桀け

つ

と
並
べ
て
「
桀

紂
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。「
紂
」
と
い
う
字
に
つ
い
て
、
六
朝
宋
の
裴は

い

駰い
ん

の
注
釈
『
史
記
集し

っ

解か
い

』
で
は
、
義

を
残そ

こ
な

い
善
を
損
な
う
の
を
紂
と
言
う
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
字
は
糸
扁
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

本
来
は
牛
馬
の
尻
に
か
け
る
し
り
が
い
と
い
う
組
み
紐
の
こ
と
だ
。

歴
史
は
勝
者
の
記
録
で
、
負
け
た
者
は
ど
ん
ど
ん
悪
者
に
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
だ
。
ま
し
て
こ
う
い
う
話
に
は

尾お

鰭ひ
れ

が
つ
い
て
く
る
。
紂
の
悪
名
は
雪
達
磨
式
に
増
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
。『
論
語
』（
子
張
）
に
は
、
孔
子
の

弟
子
の
子し

貢こ
う

が
「
紂
の
不
善
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
い
の
だ
。」
と
言
っ
た
と
あ
る
。『
列
子
』（
楊
朱
）
に
は
、

楊
朱
（
Ｂ
Ｃ
四
世
紀
）
が
、
天
下
の
美
は
舜し
ゅ
ん・
禹う

（
ど
ち
ら
も
古
代
の
伝
説
の
聖
君
主
）・
周
公
（
周
の
武
王
の
弟
で
大
臣

と
し
て
周
王
朝
の
基
礎
を
築
い
た
）・
孔
子
に
帰
し
、
天
下
の
悪
は
桀
・
紂
に
帰
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
後
漢
の
王

充
の
『
論
衡
』（
語
増
篇
）
に
は
、
当
時
の
伝
説
に
よ
っ
て
「
酒
池
」
や
「
肉
林
」
の
こ
と
を
記
し
て
、
い
く
つ

か
の
理
由
を
挙
げ
て
「
酒
池
牛
飲
」
は
事
実
で
な
い
、「
肉
林
」
と
い
う
の
は
、「
是
れ
酔ゑ

ひ
て
淫
戯
を
楽
し
ん

で
節
度
無
き
を
為い

ふ
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
最
初
に
書
い
た
わ
た
く
し
の
ワ
イ
セ
ツ

な
推
測
も
当
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
。

◉
太た

い

公こ
う

望ぼ
う

紀
元
前
一
一
三
〇
年
こ
ろ
、
殷い
ん

王
朝
の
末
期
に
、
呂り
ょ

尚し
ょ
うと
い
う
人
が
い
た
。
困
窮
し
て
し
か
も
年
老
い
て
、

魚
釣
り
を
し
な
が
ら
周
の
西せ

い

伯は
く

に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

西
伯
（
Ｂ
Ｃ
一
一
五
二
―
一
〇
五
六
）
は
狩
に
出
よ
う
と
し
て
占
う
と
、「
龍
に
非
ず
、
彲ち

（
み
ず
ち
。
龍
の
一
種
と

い
う
）
に
非
ず
、
虎
に
非
ず
、
羆ひ

（
ひ
ぐ
ま
）
に
非
ず
、
獲う

る
所
は
覇
王
の
輔た
す

け
な
り
」
と
い
う
の
が
出
た
。
占

い
だ
か
ら
分
か
り
に
く
い
文
句
な
の
だ
ろ
う
。
ス
ゴ
い
も
の
に
出
合
っ
て
覇
権
を
得
る
援
助
を
し
て
も
ら
え
る

文王（三才図会）

と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。

渭い

水す
い

と
い
う
川
の
ほ
と
り
で
二
人
は
出

会
っ
て
大
い
に
悦
び
、
西
伯
は
、「
太
公

（
祖
父
）
が
、『
き
っ
と
聖
人
が
出
て
周
に
来

る
だ
ろ
う
。
周
は
そ
れ
で
興
る
だ
ろ
う
。』

と
言
っ
て
い
た
。
あ
な
た
が
そ
の
人
だ
ろ
う
。

吾
が
太
公
は
久
し
く
子あ

な
た

を
望
ん
で
い
た
。」

と
言
っ
た
。
そ
れ
で
呂
尚
を
太
公
望
と
言
う SA
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喰
ひ
ま
す
か
な
ど
と
文
王
そ
ば
へ
寄
り
（
柳
多
留
拾
遺
・
五
）

魚び

籠く

と
竿
持
た
せ
車
で
帰
る
な
り
（
柳
多
留
・
一
五
）

な
ど
と
詠
ん
で
い
る
。

夏
目
漱
石
『
草
枕
』（
一
三
）
に
、

　
岸
に
は
大
き
な
柳
が
あ
る
。
下
に
小
さ
な
舟
を
繋つ

な

い
で
、
一
人
の
男
が
し
き
り
に
垂い

綸と

を
見
詰
め
て
ゐ

る
。
一
行
の
舟
が
、
ゆ
る
く
波
足
を
引
い
て
、
其そ

の

前
を
通
っ
た
時
、
此こ

の

男
は
ふ
と
顔
を
あ
げ
て
、
久
一
さ

ん
と
眼
を
見
合
せ
た
。
眼
を
見
合
せ
た
両
人
の
間
に
は
何
等
の
電
気
も
通
は
ぬ
。
男
は
魚
の
事
ば
か
り
考

へ
て
ゐ
る
。
久
一
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
一
尾
の
鮒
も
宿
る
余
地
が
な
い
。
一
行
の
舟
は
静
か
に
太
公
望
の

前
を
通
り
越
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
職
業
で
は
な
く
て
魚
釣
り
を
す
る
人
を
太
公
望
と
言
う
。

太
公
望
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
望
が
名
で
、
太
公
は
斉
の
人
が
後
か
ら
贈
っ
た
称
と
す
る
説
も
あ
る

（
瀧
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
に
引
く
崔さ
い

述じ
ゅ
つの
説
）。

◉
覆ふ

く

水す
い

盆ぼ
ん

に
返か

え

ら
ず

太
公
望
は
、
世
に
出
る
前
に
は
本
を
読
ん
で
い
る
ば
か
り
で
、
稼
ぐ
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
嫌
気
が

さ
し
た
妻
は
離
縁
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

周
の
武
王
が
殷い

ん

を
亡
ぼ
し
た
後
に
、
太
公
望
は
斉せ
い

の
営え
い

丘き
ゅ
うに
封
ぜ
ら
れ
た
。
斉
に
赴
任
し
た
後
に
、
昔
の
妻

が
復
縁
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
太
公
望
は
偉
く
な
っ
て
い
て
、
美
女
な
ど
選よ

り
ど
り
見
ど
り
だ
っ
た

か
ら
（
そ
ん
な
こ
と
は
記
録
に
無
い
が
）、
自
分
を
捨
て
た
古
女
房
な
ど
と
再
縁
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
あ
る
い
は
逃
げ
た
女
房
に
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
の
一
つ
く
ら
い
は
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

盆
（
水
や
酒
を
入
れ
る
鉢
で
、
日
本
で
い
う
平
ら
な
ボ
ン
で
は
な
い
）
の
水
を
地
に
こ
ぼ
し
て
、
女
に
戻
す
よ
う
に
言
っ

た
が
、
泥
を
得
た
だ
け
だ
っ
た
。
太
公
望
は
、「
お
前
が
離
れ
て
ま
た
合
お
う
と
し
て
も
、
覆
っ
た
水
は
収
め

ら
れ
な
い
（
若
能
離
更
合
、
覆
水
定
難
収
）」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
『
拾
遺
記
』
な
ど
に
あ
る
逸
話
、
こ
れ
を
古
川

柳
で
扱
う
と
、

太公望（三才図会）

（
吾
太
公
望
子
久
矣
。
故
号
之
曰
太
公
望
）。
車
に

載
せ
て
い
っ
し
ょ
に
帰
り
、
師
と
し
た
。
西

伯
の
子
の
武
王
が
殷
を
亡
ぼ
し
て
周
王
朝
が

成
立
し
た
。
太
公
望
は
斉せ

い

の
営え
い

丘き
ゅ
う（

山
東
省

淄し

博は
く

市
の
東
北
）
に
封
ぜ
ら
れ
、
斉
の
始
祖
と

な
っ
た
（
史
記
・
斉
太
公
世
家
）。
武
王
は
西
伯

に
文
王
と
贈
り
名
し
た
。

古
川
柳
で
は
、
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文
王
は
離
縁
の
詫
び
も
言
っ
て
み
る　
　
三
朝
（
柳
多
留
・
一
五
四
）

と
な
る
。
こ
の
時
に
は
文
王
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
が
、
太
公
望
に
は
文
王
と
い
う
取
り
合
わ
せ
に
な
る
の
だ
。

清
の
翟て

き

灝こ
う

の
『
通
俗
編
』（
三
七
）
に
は
、
こ
れ
は
前
漢
の
朱し

ゅ

買ば
い

臣し
ん

（
？
―
一
〇
九
）
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

盆
の
水
を
地
に
覆
し
て
、
戻
す
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
示
す
と
、
妻
は
恨
み
を
抱
い
て
死
ん
だ
（
買
臣
取
盆

水
覆
地
、
示
不
能
更
収
之
意
。
妻
遂
抱
恨
死
）。
こ
の
著
者
は
、
太
公
望
の
故
事
と
朱
買
臣
の
故
事
と
を
詞
曲
家
が

い
っ
し
ょ
に
し
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

覆
水
の
例
え
は
中
国
人
の
好
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
。『
後
漢
書
』（
何
進
伝
）
に
「
国
家
の
事
は
容
易
で
は

な
い
、
覆
水
は
収
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
深
く
思
う
べ
き
だ
（
国
家
之
事
、
亦
何
容
易
、
覆
水
不
収
、
宜
深
思
之
）」
と

あ
り
、
李
白
の
詩
「
妾
薄
命
」
に
も
、
寵
愛
を
失
っ
た
女
性
の
こ
と
を
、「
雨
落
ち
て
天
に
上
ら
ず
、
水
覆
り

て
再
び
収
め
難
し
（
雨
落
不
上
天
、
水
覆
再
難
収
）」
と
詠
ん
で
い
る
。

英
語
で
は
、It is no use crying over spilt m

ilk.

と
言
う
。
ミ
ル
ク
の
ほ
う
が
惜
し
い
気
持
ち
に
な
れ
そ
う
だ
。

徳
富
蘆
花
『
み
ゝ
ず
の
た
は
こ
と
』（
不
浄
・
下
）
に
は
、

あ
る
爺
さ
ん
の
お
か
み
は
、
昔
若
か
っ
た
時
一
度
亭
主
を
捨
て
ゝ
情
夫
と
逃
げ
た
。
然
し
帰
っ
て
来
る
と
、

爺
さ
ん
は
四
の
五
の
云
は
ず
に
依
然
か
み
さ
ん
の
座ざ

に
坐す

わ

ら
し
た
。
太
公
望
の
如
く
意
地
悪
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
の
話
と
は
逆
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。『
柳
多
留
』（
二
二
）
の
、

ふ
く
水
盆
に
返
り
内
々
で
入
れ

と
い
う
句
も
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
だ
。

◉
虎と

ら

の
巻ま

き

今
で
も
「
教
科
書
ガ
イ
ド
」
を
「
虎
の
巻
」
と
言
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
の
生
徒
だ
っ
た
こ
ろ
に

は
、
少
し
軽
蔑
の
気
持
ち
を
こ
め
て
言
っ
て
い
た
。
ふ
ざ
け
て
「
と
ら
か
ん
」
と
も
言
っ
た
。

中
国
に
『
六り

く

韜と
う

』
と
い
う
兵
法
書
が
あ
る
。
太
公
望
呂り
ょ

尚し
ょ
うが
周
の
文
王
・
武
王
に
兵
法
を
教
え
る
と
い
う
設

定
で
書
い
て
あ
る
。
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

巻
一

文
韜　
開
戦
の
準
備
や
政
治
問
題

武
韜　
政
治
的
な
戦
略

巻
二

龍
韜　
作
戦
の
指
揮
、
兵
力
の
配
置

虎
韜　
平
野
で
の
戦
略
、
武
器
の
使
用
法

巻
三

豹
韜　
山
林
・
山
岳
な
ど
で
の
戦
略

犬
韜　
兵
の
編
成
・
訓
練
、
兵
種
ご
と
の
作
戦
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こ
の
「
虎
韜
」
か
ら
「
虎
の
巻
」
と
い
う
語
が
出
来
た
と
言
う
。
な
ぜ
「
虎
」
で
「
龍
」
や
「
犬
」
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

『
六
韜
』
は
、
漢
時
代
の
遺
跡
か
ら
断
簡
が
出
て
い
る
の
で
、
紀
元
前
二
世
紀
こ
ろ
に
は
広
く
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
、
成
立
は
戦
国
時
代
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

『
六
韜
』
は
い
ろ
い
ろ
と
伝
説
の
あ
る
本
だ
。
そ
の
設
定
か
ら
太
公
望
呂
尚
の
著
書
と
言
わ
れ
て
い
た
。
漢

の
劉

り
ゅ
う

邦ほ
う

の
軍
師
で
あ
る
張
良
が
若
い
時
に
黄
石
公
か
ら
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。『
万ば

ん

松し
ょ
う

院い
ん

殿ど
の

穴あ
の

太う

記き

』
に
は
、

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
六
月
二
十
四
日
に
三
好
宗
三
が
三
好
長
慶
と
戦
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
、「
さ
し
も

宗
三
は
黄
石
公
が
虎
の
巻
を
伝
へ
張
子
房
（
張
良
）
が
大
敵
を
と
り
拉ひ

し

ぐ
勢
ひ
あ
り
し
勇
士
な
れ
ど
も
」
と
こ

れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。

日
本
で
室
町
・
江
戸
時
代
に
は
、
源
義
経
が
、
鬼き

一い
ち

法ほ
う

眼げ
ん

の
娘
と
恋
仲
に
な
っ
て
法
眼
の
秘
蔵
す
る
『
六

韜
』
を
学
び
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。『
義
経
記
』（
二
）
に
は
、「
太
公
望
が
六
韜
と
て
、
十

六
巻
の
書
あ
り
」
と
あ
る
。
室
町
時
代
の
物
語
『
み
な
つ
る
』（
下
）
に
は
、
義
経
が
法
眼
の
娘
の
み
な
つ
る

と
契
り
を
結
び
、
兵
法
の
巻
物
を
残
ら
ず
習
っ
て
、「
虎
の
巻
物
と
申
す
を
一
巻
残
し
た
ま
ひ
て
、
皆
々
火
を

付
け
た
ま
ひ
て
焼
き
火
炎
と
な
し
て
捨
て
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
『
最さ

い

明み
ょ
う

寺じ

殿ど
の

百ひ
ゃ
く

人に
ん

上じ
ょ
う

﨟ろ
う

』
に
は
、「
鬼
一
が
伝
へ
し
一
巻
の
太
刀
風
騒
ぐ
虎
の
巻
、
獅し

子し

奮ふ
ん

迅じ
ん

・
虎こ

乱ら
ん

入に
ふ

」
と
あ
る
。「
面
白
く

牛
の
引
き
出
す
と
ら
の
巻
（
三
枝
）」（
柳
多
留
・
三
六
）
と
い
う
川
柳
は
、
牛
若
丸
（
義
経
の
幼
名
）
が
虎
の
巻
を

引
き
出
し
た
と
い
う
の
だ
。

以
上
は
兵
法
の
秘
伝
書
の
『
六
韜
』
に
関
し
て
「
虎
の
巻
」
と
言
っ
た
例
だ
が
、
安
永
七
年
（
一
七
七
六
）

に
は
田
に
し
金
魚
作
の
『
傾
城
買
虎
之
巻
』
と
い
う
洒
落
本
（
遊
里
を
描
く
小
説
）
が
出
て
い
る
。
兵
法
か
ら
離

れ
て
、
奥
義
・
秘
訣
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
。

辞
典
に
教
科
書
ガ
イ
ド
の
意
味
が
載
っ
た
の
は
、
金
田
一
京
助
監
修
『
明
解
国
語
辞
典
』
が
最
初
か
。
昭
和

十
八
年
の
初
版
は
見
て
い
な
い
が
、
二
十
七
年
の
改
訂
版
に
、

㊀
兵
法
の
秘
伝
書
。
㊁
講
義
な
ど
の
た
ね
本
。
㊂
教
科
書
の
、
安
易
な
学
習
書
。

と
あ
る
。

こ
の
意
味
の
「
虎
の
巻
」
は
、『
学
研
国
語
大
辞
典
』
に
、「
④
﹇
俗
﹈
教
科
書
な
ど
を
安
直
に
解
説
し
、
問

題
の
解
答
な
ど
が
の
っ
て
い
る
参
考
書
で
、
た
い
し
て
勉
強
し
な
く
て
も
そ
れ
だ
け
で
用
が
た
せ
る
よ
う
に
し

た
も
の
。」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
だ
い
ぶ
キ
ビ
し
い
解
説
に
な
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
も
生
徒
だ
っ

た
時
に
は
、
そ
ん
な
も
の
は
使
わ
な
い
の
を
誇
り
と
し
て
い
た
が
、
今
考
え
る
と
、
使
う
ほ
う
が
有
効
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
六
韜
』
の
成
立
は
も
っ
と
後
の
世
の
こ
と
だ
が
、
太
公
望
と
の
関
連
で
こ
こ
に
置
い
た
。
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◉
指し

南な
ん

教
え
る
こ
と
、
指
導
す
る
こ
と
を
「
指
南
」
と
言
う
。
夏
目
漱
石
『
道
草
』（
二
八
）
の
会
話
に
、

「
そ
れ
よ
か
、
善
光
寺
の
境
内
に
元
祖
藤と

う

八は
ち

拳け
ん

指
南
所
と
い
ふ
看
板
が
懸
っ
て
ゐ
た
に
は
驚
ろ
い
た
ね
、

長
さ
ん
」

「
這は

入ひ

っ
て
一
つ
遣
っ
て
来
や
し
な
い
か
」

「
だ
っ
て
束そ

く

修し
う

が
要い

る
ん
だ
か
ら
ね
、
君
」

と
い
う
思
い
掛
け
な
い
「
指
南
」
が
見
え
る
。

こ
の
語
は
空
海
の
『
三
教
指
帰
』（
下
）
に
、

仰
ぎ
願
は
く
は
、
慈
悲
の
大だ

い

和く
わ

上し
や
う、
重
ね
て
指
南
を
加
へ
て
察あ

き
ら

か
に
北
極
を
示
し
た
ま
へ
（
仰
願
慈
悲
大
和

上
、
重
加
指
南
、
察
示
北
極
）

と
あ
る
な
ど
平
安
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
「
南
を
指
す
」
が
教
授
、
指
導
の
意
味
に
な
る
の
か
。

中
国
の
伝
説
で
は
、
古
代
に
三
皇
五
帝
と
い
う
帝
王
が
い
た
と
言
う
。
五
帝
の
第
一
が
黄こ

う

帝て
い

で
、
叛
乱
を
起

こ
し
た
蚩し

尤ゆ
う

を
涿た
く

鹿ろ
く

（
直
隷
省
宣
化
保
安
州
の
南
）
の
野
で
擒と
り
こ

に
し
て
殺
し
、
諸
侯
か
ら
尊
ば
れ
て
天
子
と
な
っ

た
（
史
記
・
五
帝
本
紀
）。
南
朝
宋
の
裴は
い

駰い
ん

の
注
釈
『
史
記
集
解
』
に
は
在
位
百
年
で
崩
じ
た
と
あ
る
。

蚩
尤
と
の
戦
い
の
時
に
、
蚩
尤
は
大
霧
を
作お
こ

し
て
兵
士
を
迷
わ
せ
た
の
で
、
指
南
車
を
作
っ
て
四
方
を
示
し

た
。
旧
説
に
は
周
の
文
王
の
子
で
武
王
の
弟
の
周
公
が
越
裳
氏
が
来
貢
し
た
時
に
使
者
が
帰
り
道
で
迷
っ
た
の

で
作
っ
た
と
、
晋し

ん

の
崔さ
い

豹ひ
ょ
うの
『
古
今
注
』（
輿
服
）
に
あ
る
。
方
角
が
分
か
る
の
だ
か
ら
、
磁
石
を
装
置
し
た
車

で
も
あ
ろ
う
か
。

周
公
は
武
王
を
助
け
て
殷
を
滅
ぼ
し
、
武
王
の
歿
後
に
は
幼
い
成
王
を
輔
佐
し
、
多
く
の
礼
楽
制
度
を
定
め

た
と
言
う
。
孔
子
の
尊
敬
し
た
人
物
だ
。

方
向
を
指
示
す
る
指
南
車
か
ら
、「
指
南
」
が
教
え
、
指
導
の
意
味
に
な
っ
た
。

明
の
張

ち
ょ
う

鼎て
い

思し

の
『
琅ろ
う

邪や

代た
い

酔す
い

編へ
ん

』（
二
二
）

に
は
、
周
公
の
こ
と
を
記
し
た
後
に
、
秦
漢

時
代
に
は
そ
の
制
を
聞
か
ず
、
後
漢
の
張
衡

が
復
元
し
た
。
そ
の
後
は
亡
ん
で
色
々
な
人

が
造
っ
た
。
宋
武
（
南
朝
宋
の
武
帝
〈
在
位
四

二
〇
―
四
二
二
〉
？
）
が
関
中
を
平
ら
げ
て
こ

れ
を
得
た
。
鼓
車
の
よ
う
で
木
人
を
車
の
上

に
設
け
て
、
手
を
挙
げ
て
南
を
指
す
、
な
ど

と
あ
る
。
明
の
王お

う

圻き

の
『
三
才
図
会
』
に
載

黄帝（三才図会）
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の
『
壒あ
い

嚢の
う

抄し
ょ
う』
に
は
周
公
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
中
国
の
文
献
で
も
周
公
と
す
る
も
の
が
多
い
。
日
本
で
は

そ
ち
ら
と
思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

蕪
村
に
、

指
南
車
を
胡
地
に
引
き
去
る
霞
か
な
（
自
筆
句
帳
）

の
句
が
あ
る
。
蕪
村
得
意
の
歴
史
を
詠
ん
だ
も
の
だ
。

日
本
で
は
周
公
が
作
っ
た
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
に
入
れ
た
。

◉
天て

ん

道ど
う

是ぜ

か
非ひ

か

夏
目
漱
石
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』（
一
一
）
に
、
山
嵐
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
、
赤
シ
ャ
ツ
の
策
略
に
か
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、

「
あ
ん
な
奸
物
の
遣や

る
事
は
、
何
で
も
証
拠
の
挙あ

が
ら
な
い
様や

う

に
、
挙
が
ら
な
い
様
に
と
工
夫
す
る
ん
だ

か
ら
、
反は

ん

駁ば
く

す
る
の
は
六む

づ
か
し
い
ね
」

「
厄や

っ

介か
い

だ
な
。
そ
れ
ぢ
ゃ
濡ぬ

れ

衣ぎ
ぬ

を
着
る
ん
だ
ね
。
面
白
く
も
な
い
。
天
道
是ぜ

耶か

非ひ

耶か

だ
」

と
話
し
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

る
南
を
指
さ
す
仙
人
が
乗
っ
て
い
る
図

は
そ
れ
を
描
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
『
日
本
書
紀
』
の
斉
明

天
皇
四
年
（
六
五
八
）
に
沙
門
（
僧
）
智ち

踰ゆ

が
指
南
車
を
造
る
、
天
智
天
皇
五

年
（
六
六
六
）
に
沙
門
智
由
が
指
南
車

を
献

た
て
ま
つる

、
と
あ
る
。
具
体
的
な
こ
と
は

書
い
て
な
い
。
源

み
な
も
と
の

順し
た
が
うの

承
平
四
年

（
九
三
四
）
こ
ろ
成
立
の
辞
書
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

や
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）

伯夷（三才図会）

天
の
道
は
常
に
正
し
い
は
ず
だ
が
、
自
分
が

不
運
な
目
に
会
う
と
、
は
た
し
て
天
道
は
正
し

い
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
そ
う
い
う
不
遇
・

不
運
に
つ
い
て
の
怒
り
や
怨う

ら

み
を
感
じ
た
時
に
、

「
天
道
是
か
非
か
」
と
言
う
。

周
の
武
王
が
殷
を
亡
ぼ
そ
う
と
し
た
時
に
、

伯は
く

夷い

と
叔

し
ゅ
く

斉せ
い

の
兄
弟
が
、「
父
の
文
王
が
死
ん

で
葬
ら
な
い
の
に
戦
い
を
す
る
の
は
孝
と
言
え

指南車（三才図会）
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よ
う
か
、
臣
下
が
主
君
を
殺
す
の
は
忠
と
言
え
よ
う

か
。」
と
言
っ
て
、
こ
れ
を
止
め
よ
う
と
し
た
。
武
王

の
左
右
の
者
は
二
人
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、
太
公
望
が

「
義
人
で
あ
る
。」
と
言
っ
て
、
そ
の
場
を
去
ら
せ
た
。

武
王
が
天
下
を
平
定
す
る
と
、
二
人
は
「
周
の
粟ぞ

く

（
穀
物
。
ア
ワ
で
は
な
い
）
は
食
わ
な
い
。」
と
首
陽
山
に

隠
れ
て
薇わ

ら
び

を
採
っ
て
食
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
餓
死
し

た
（
史
記
・
伯
夷
列
伝
）。

『
史
記
』
の
著
者
の
司
馬
遷
は
、
こ
の
二
人
の
こ
と

を
記
し
た
後
に
、
天
道
は
だ
れ
に
も
親
し
く
し
な
い
け

れ
ど
、
善
人
の
味
方
を
す
る
と
言
う
が
、
そ
う
す
る
と

伯
夷
と
叔
斉
は
善
人
で
は
な
い
の
か
、
仁
を
積
み
行
い

古
川
柳
で
は
、

痩
せ
こ
け
た
死
骸
が
あ
る
と
わ
ら
び
取
り
（
柳
多
留
・
一
一
）

わ
ら
び
を
食
ひ
な
が
ら
い
っ
ぱ
い
（
我
が
ま
ま
）
を
言
ひ
（
柳
多
留
・
一
五
）

と
ヒ
ヤ
カ
し
て
い
る
。

魯ろ

迅じ
ん

の
小
説
「
采
薇
」（
一
九
三
五
年
作
。『
故
事
新
編
』
所
収
）
で
は
、
大
家
の
女
中
ら
し
い
女
か
ら
、「『
普ふ

天て
ん

の
下も
と

、
王
土
に
非
ざ
る
な
し
』
で
す
わ
。
あ
な
た
方
の
食
べ
て
い
る
薇
に
し
て
も
、
わ
が
皇
帝
陛
下
の
も
の
で

な
い
と
い
え
ま
し
て
？
」（
竹
内
好
訳
）
と
言
わ
れ
、
わ
ら
び
を
食
う
元
気
も
な
く
な
り
、
餓
死
し
た
の
を
木
こ

り
に
発
見
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
魯
迅
が
皮
肉
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
野
婦
の
発
言
が
動

機
と
な
っ
て
食
を
絶
っ
た
と
い
う
説
は
蜀
漢
の
譙

し
ょ
う

周し
ゅ
うの
『
古
史
考
』
に
あ
り
、
魯
迅
の
創
作
で
は
な
い
そ
う
だ
。

な
お
伯
は
ア
ニ
、
叔
は
オ
ト
ウ
ト
を
言
う
。
伯
父
・
伯
母
は
親
の
兄
・
姉
、
叔
父
・
叔
母
は
弟
・
妹
だ
。

も
っ
と
細
か
く
は
、
兄
弟
の
順
序
は
、
長
を
伯
、
次
を
仲
、
又
次
を
叔
、
末
を
季
と
言
う
。「
伯
仲
」
は
、
長

兄
と
そ
の
次
の
兄
、
兄
弟
の
意
か
ら
、
優
劣
の
無
い
こ
と
、
似
た
り
寄
っ
た
り
を
言
う
。
魏ぎ

の
文
帝
曹そ
う

丕ひ

（
一

八
七
―
二
二
六
）
の
「
典
論
論
文
」（『
文
選
』（
五
二
）
所
収
）
と
い
う
文
章
は
、
文
人
が
互
い
に
軽
蔑
し
あ
う
の
は

昔
か
ら
あ
っ
て
、「
傅ふ

毅き

（
四
七
？
―
九
二
）
の
班
固
（
三
二
―
九
二
）
に
於
け
る
は
伯
仲
の
間
の
み
（
傅
毅
之
於
班

固
、
伯
仲
之
間
耳
）」
そ
れ
な
の
に
班
固
は
弟
に
、
傅
毅
は
筆
を
下
ろ
す
と
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
（
だ
ら
だ
ら
と

書
き
続
け
る
）
と
言
っ
て
い
る
、
と
始
ま
る
。

首陽山（三才図会）

を
潔
く
し
た
の
に
餓
死
し
た
、
わ
た
く
し
は
た
い
へ
ん
当
惑
し
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
最
後
に
「
天
道
是
か
非

か
（
天
道
是
邪
非
邪
）」
と
感
想
を
記
し
て
い
る
。
司
馬
遷
と
し
て
は
、
正
し
い
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
宮
刑
（
生

殖
器
を
切
り
取
ら
れ
る
刑
罰
）
に
処
せ
ら
れ
た
自
分
の
不
遇
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
天
道
は
非
な
の
で
は
な
い
か
と

言
い
た
い
の
だ
。
司
馬
遷
の
宮
刑
の
こ
と
は
、
後
の
「
九
牛
の
一
毛
」
の
と
こ
ろ
に
記
す
。
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